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ポイント解説

～経済的理由で進学をあきらめない社会へ～

視覚障害者「未来を感じた」授業料等の支援を
拡充しました 「AIスーツケース」と

万博会場移動

現場から ─ 日本科学未来館



中野区立中野中学校にて行われた「体育健康教育
講演会」の様子（2024年12月19日）

I N T E R V I E W

「スポーツと宇宙に共通する取り組みを考えることは、人類
の持つ可能性を追求する作業でもあるのです」。こう壮大な
思いを語るのは、トップアスリートとして現役時代、極限まで
自らの身体の可能性を追い求めた、室伏広治スポーツ庁長官
です。スポーツ庁が誕生して今年で10年。「日本をスポーツ
で元気に」を掲げるスポーツ庁において、現在力を入れてい
るテーマとして、今回は〈ライフパフォーマンスの向上〉〈スポー
ツ×宇宙〉に関して取り上げます。今年2月には、スポーツ庁は
JAXA（宇宙航空研究開発機構）と「連携協定」を結びました。
一見、縁が遠そうなスポーツと宇宙開発。両者が手を組む狙
いは何でしょうか。また身近な運動・スポーツ活動とライフパ
フォーマンスには、どのような関係があるのでしょうか。室伏
長官にその意義や目指すところについて、話を聞きました。

室伏 広治  スポーツ庁長官
むろふし・こうじ　1974年10月8日、静岡県生まれ。
97年3月中京大学体育学部体育学科卒業、2007年に
中京大学大学院で博士号取得（体育学）。11年4月中
京大学スポーツ科学部准教授。14年6月東京オリン
ピック・パラリンピック組織委員会スポーツディレ
クター（20年9月まで）。14年10月東京医科歯科大学
（現東京科学大学）教授、スポーツサイエンス機構サ
イエンスセンター長（20年9月まで）、20年10月東京
科学大学特命教授。2020年10月からスポーツ庁長
官に就任。ハンマー投げの主要大会成績は2004年
アテネ五輪で金メダル、12年ロンドン五輪で銅。世
界陸上では2011年テグ大会で金メダル。日本選手
権では20連覇を達成。

	 未知のものにチャレンジ	
スポーツで1日を充実

―なぜスポーツは大切なのか、まず
教えてください。

スポーツにはまず、トップアスリー
トが行う競技スポーツがあります。国
民にとってのスポーツは、例えば子供
たちの育成・発達や、健康の増進や、
高齢になってロコモやフレイル（※1）な
どで低下した運動機能を高め、元気に

生活するために役立つものです。ま
た、これまでの学校体育を前提とした
スポーツは、卒業と同時に引退してし
まうことも多いため、現在は部活動の
地域展開という改革を通じて、スポー
ツを地域で支えていく取り組みを行っ
ているところです。また、2040年に
日本では約1000万人の労働力が減る
と予測される中（※2）、より元気に働け
る人が増えてくることが大切で、その
ためにも我々は多様なスポーツの可能
性を追求しています。
―スポーツの特徴や魅力とは何で

しょうか。

多くの人が「危ないからやめてしま
え」ということを、あえてやる、それ

がスポーツです（笑）。
例えば、氷の上をスケート選手は回

転したり跳んだりします。その他、危
険な絶壁をよじ登る、海に潜る、急斜
面を滑降するなど、さまざまな環境に
挑戦することもスポーツです。むろん、
健康増進のために病気にならないとか、
ケガをしないための、医療に近いエク
ササイズも大切です。ですが、未知の

（※1） ロコモやフレイル＝運動器の障害のために立ったり歩いたりする移動機能が低下した状態を 「ロコモティブシ
ンドローム（ロコモ）」といいます。フレイルは、「加齢により心身が老い衰えた状態」のことです。

（※2） 2023年にリクルートワークス研究所が発表した2040年の日本の労働需給のシミュレーション。15～64歳の
現役世代の労働力人口は2025年比で約1100万人減少すると予測しました。
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生きる回復力探求　「一器多様」ヒントに

スポーツ庁誕生10年　室伏広治長官に聞く

スポーツ×宇宙
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のコンセンサスを経て、スポーツ庁と
して2年前（2023年）から提唱してい
ます。
―ライフパフォーマンスをわかりや

すく言うと、どんな能力なので
しょうか。

それぞれの日常において、子育てし
たり、孫と遊んだり、家事や仕事にお
いても、〈キビキビと、てきぱきと、
回復力に富んだ〉生活を送ることがで
きる力であり、自力で立ち直る能力、
というイメージですね。私たちは、ハ
イパフォーマンスで得られた知見を、
一般の方々のライフパフォーマンスに
還元することを目指しています。
―ライフパフォーマンス向上につい

ての、具体的な取り組みはありま
すか。

北海道東川町で2023年に、成人男
女76人（平均年齢51歳）を対象に腰痛
予防のためのエクササイズを3カ月間
続ける実証研究を行いました。9割近
い方が継続参加した結果、脚のロコモ
度や腰痛が改善するとともに、QOL
や労働生産性の向上などの効果が確認
できました。「バックモニターのない、
車をバック駐車する時、首が十分に
回って背後がよく見えるようになった」
などの声も聞いています。

	 自分の体の弱点を知る	
室伏流セルフチェック動画

―そこで長官が考案された「身体診
断セルフチェック動画」が役に立
つのですね。

そうですね。私は40歳過ぎまで現
役生活をやっていました。20代後半ま
では、ケガしてもすぐに治っていたの
ですが、30代になると回復力が落ちま
した。腰痛や股関節痛などに悩まされ
る中で、まず体の機能をいかに維持・
向上させるかに重点的に取り組みまし
た。その結果、30代後半での世界選
手権の金メダル獲得に結びつきました。
私のこの現役時代の体験と手法を基に、
多くの人が気軽に自分の身体の状態を
チェックし、自分で判断し、自力で強
化に取り組めるようにと考えたのが、

「セルフチェック動画」（※3）です。
―私も11項目のテストをやってみ

て、体のどこが弱点でどの機能が
衰えているのかが分かりました。

そうです。自分で気付くことが大
事なんです。道具を使わず、短時間
の動画で発信しているは、広くみな
さ ん の 身 近 に 届 け て、自 分 自 身 の
Awareness（気付き）を高め、気軽に
取り組んでほしいという思いからです。

ものを開拓し、挑戦していく能力が人
類の発展には必ず必要で、そうしたマ
インドがなければ、真の健康増進には
貢献できないと思います。一方で、仲
間と一緒に一人ではできないことを成
し遂げたり、楽しさを共有したりする
魅力が、スポーツにはあります。今後、
AIやさまざまなテクノロジーが人間
の代わりをしてくれる時代になります。
だからこそ、スポーツなどを通じて、
いかに充実した１日を過ごせるように
するかが大切になるのではないでしょ
うか。

	 ライフパフォーマンス向上で	
日常を元気に、きびきび、	
てきぱきと　

―〈ライフパフォーマンス〉の考え
方を教えてください。

私たちは単なる健康増進だけでない、
チャレンジするという意味合いを含め
た、スポーツに見合った健康の定義を
探していました。トップアスリートの
能力を「ハイパフォーマンス」という
のなら、それぞれの人生において、年
齢や性別に関係なく、各自の置かれた
立場で最大の能力を発揮できる状態を

「ライフパフォーマンス」と定義でき
るのではと考えました。検討委員会で

（※3）身体診断セルフチェック動画＝年齢、性別を問わず、簡易に自分の身体の状況をチェックで
きる、室伏広治長官が考案した動画シリーズ。2021年から公開され、首の可動性▽股関節の可動
性▽体幹部の筋力▽下半身の筋力――など、11項目の課題をテーマごとに1本約2～3分の動画に見
やすく編集してあります。気付いた弱点は、関連の「改善エクササイズ」動画をみて反復訓練でき
ます。「鉄人」金メダリスト自らが模範実演してくれるというお得感満載です。

室伏長官が考案・実演する身体診断「セルフチェック」動画：スポーツ庁
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/jsa_00040.html
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	 困難な環境下で能力向上	
パラアスリートの適応力

―JAXAさんとの提携について。な
ぜ宇宙に関心を持たれたのでしょ
うか。

米国のNASAには有人月面着陸を
目指すアルテミス計画や、将来的に月
や火星に人類が居住する構想があり
ます。日本も小型月着陸実証機

（SLIM）が月面へのピンポイント
着陸に成功するなど、JAXAさん
を中心に世界に誇る技術を育てて
います。宇宙を目指すことは人の
居住空間の拡張でもあります。そ
うしたフロンティア的な精神と、
例えばパラアスリートが困難な環
境下で自らの身体能力を向上させ
ていることとは、人類が持つ適応
力や可能性の探求において、方向
性が合致していると思うんですね。こ
うした宇宙空間とスポーツのかけ算に
おいて、人間の能力の拡張を考える際
の橋渡しとなるものが、私が提唱して
いる「一器多様」の考えなのです。
―「一器多様」とは、そもそもどん

な考え方なのでしょうか。

道具を考えるとわかりやすいでしょ
う。例えば箸。外見はただの2本棒で
すが、つかむ、切る、刺す、混ぜるな
ど、人の使い方次第でいろんな機能を
持ちます。茶碗は食器だけでなく、茶
道具にも花瓶にもなります。人間の器

官も同様で、筋肉は「運動器」として
の役割に加えて、筋肉の収縮・弛緩に
伴う血液を循環させる「循環器」とし
ての役割もあります。このように、一
つの器官が多様な機能を持つ状態が

「一器多様」です。私が現役時代、ハ
ンマー投げの練習に「投網」の動作を
取り入れたのも、その一種かもしれま
せんね。

―今年2月のJAXAとの連携協定調
印式で、パラ水泳の木村敬一選手
が「目が見えなくても、水中では
指先で方向性を確認している」と
話されていたのが印象的でした。

残存する器官が感覚器の役割を果た
すんですね。同じ調印式で、ブライン
ドサッカーの川村怜選手も「視力がな
くても、耳と眼の前庭動眼反射という
機能で空間を把握している」とおっしゃ
られた話も一器多様の一例でしょうね。
また、元宇宙飛行士の野口聡一さんが

「空気がない宇宙には〈音〉がない。

でも船外活動で握った手すりの振動が、
音として伝わるのです」とコメントさ
れていたのも同じでしょう。人間には
環境や条件によって機能を多様に変え
ていく能力があるのです。
―大気や重力があることは地球では

当たり前ですが、宇宙では違いま
すね。

スポーツ庁とJAXAの
連携協定＝2025年2月19日締結

〈連携の施策 6項目〉

● パラアスリートを含むトップアスリートと宇宙飛行士の一体的な強化に資するトレーニ
ングの検討・実証

● 生物の進化や環境への適応能力、さらにはパラスポーツを始めとするスポーツで生かさ
れてきた “一器多様”の観点を踏まえた人間の能力開拓の可能性に関する検討・連携

● 有人宇宙活動における健康管理等の技術・活動と、スポーツにおけるコンディショニング
等の技術の連携による新たな価値を創造する研究・連携

● 人類の平和目的の活動を前提とするスポーツ交流、宇宙環境を考慮したスポーツの開拓

● 宇宙環境を考慮した新たなスポーツに参加するアスリートの健康および能力を守るため
の国際ルール作り

● 人類の宇宙進出と地上のライフパフォーマンス向上に向けた 
未来像の提示

調印式と関連イベントの動画
https://www.youtube.com/watch?v=Tk3Y4seh1CU

「クエスト」（エアロック）からISS船外に出た野口宇宙飛行士
ⒸJAXA/NASA

　　はい。今回の提携が、我々が常
識だと思っていることを打ち破り、
まだ意識されていない人間の新た
な機能が開発されるようなきっか
けになることを願います。「一つ
の器官には一つの機能しかない」
と思い込むことは、人間の適応能
力を妨げることになりかねないの
ではと思います。
―最後に、読者へのメッセージ

をお願いします。

競技力の充実だけでなく、ライ
フパフォーマンスの向上を通じて国民
のみなさんが元気に生活を送れるよう、
一緒にがんばっていきたいですね。健
康増進の取り組みも、宇宙研究とのコ
ラボも、スポーツの可能性を広げるこ
とが、私たちの潜在的な身体能力を開
拓することにつながり、そこに希望
が生まれると思っています。自分が
ハンマー投げをやってきたのは、セル
フチェック動画でみなさんの健康のお
役に立ち、ひいては宇宙と出会うため
だったのかもしれないと、最近は思っ
ています（笑）。
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宇宙空間では地球上の障害者が	
障害者でなくなるかもしれない
木村敬一選手
（パラリンピック水泳金メダリスト）

何らかの障害を持ってい

るパラアスリートは、残存

する機能を鍛え上げること

でパフォーマンスが向上し

続けています。体力、技

術、精神力だけでなく、新

たな機能、感覚を研ぎ澄ま

すことでもあります。視覚障害のある自分

の場合、目でみて真っすぐ泳ぐことはでき

ないが、手先の感覚で方向を確認し、前へ

進んでいます。これは「新たに開拓された

音のない宇宙空間でも	
手のひらや指の先が耳になる
野口聡一氏
（元宇宙飛行士、立命館大学特命学長補佐）

宇宙とスポーツにはシ

ナジーがあると思います。

この両分野は科学という

キーワードでつながって

います。我々は環境の制

約を、人間の行動変容に

つなげていくことができると思います。ま

た人生100年時代に、本当のwell-beingと

は何か、心と体の健康にどうつながるのか。

ライフパフォーマンスの向上という取り組

みが、新しい知見を我々に与えてくれるこ

とを期待しています。そして「一器多様」

です。カッコイイ言葉ですね。先ほど控え

室で川村怜さんと話をしていて、宇宙って

音がないんですかって尋ねられました。宇

宙ステーションの外には空気はないので、

当然音はありません。けれども、握ってい

る手すりから伝わってくる振動や音っての

はわかるんですよ。つまり、その瞬間、わ

れわれは手のひらや指の先を耳として使っ

ているんです。地上と同じようには目が見

えないし、耳が聞こえないが、その時に人

間はほかの力を使って、失われた感覚を補

償していく、そういう能力がきっとあると

思う。それが室伏長官がおっしゃる、一器

多様ということになるかと思います。

目が見えなくても	
脳は見えている可能性
川村怜選手
（ブラインドサッカー日本男子代表）

ブラインドサッカーは、

目の見えない選手と目の

見えるGKとコーチとが声

を掛け合い、コミュニケー

ションをとりながら行う

球技です。目がみえない中、ボールの音や

声を聞いて自分の位置を伝えパスをつなぎ

ます。空間認知や状況把握でも、まるで目

が見えているかのように攻守が瞬時に切り

替わります。一般の視覚障害者とブライン

ドサッカー選手を比較したある脳科学の研

究で、試合中に音源を聞かせてMRIで脳内

を検査すると、視覚情報を処理する「視覚

野」という部位で、一般の人には反応はな

かったが、選手の方には有意な反応があっ

たそうです。選手の脳のなかでは実際は

「見えている」のではないかということです。

宇宙での人間の可能性、新たな能力の開拓

という点で、パラアスリートの知見がもっ

と貢献できるよう、自分自身がもっと進化

していきたいと思います。

環境変化に人がどう適応できるのか	
連携で得られる知見に期待
関根康人氏
（東京科学大教授、ELSI＝地球生命研究所長）

一器多様を考える上で

過去の例を挙げます。鳥

の起源、恐竜です。ジュ

ラ紀や白亜紀は大気中の

酸素濃度は現在よりずっ

と低かったのですが、恐竜はなぜ激しく運

動できたのか。それは気囊システムという、

肺だけでない、酸素をため込む袋を骨のな

かに作っていたからです。ジュラ紀が終

わって酸素レベルが上昇すると、この気囊

システムは明らかにスペック過剰になりま

す。するとこの軽い骨、薄い酸素でも激し

い運動ができるという機能をつかって、恐

竜は「飛行」を可能にしたのです。月面で

「一器多様」
─身体能力拡張の可能性─
JAXA・スポーツ庁連携協定調印式

参加者の発言より

感覚」だと思います。宇宙空間では地球上

での身体活動がうまく行えないことは、考

えようによっては、地球上で障害者とされ

る人が、宇宙空間では障害者でなくなるこ

ともあるといえるのではないでしょうか。

下肢障害の人は地球では歩行は困難だが、

無重力では歩く必要がなくなります。これ

は「障害が打ち消された」と考えられるの

ではないでしょうか。無重力は、圧倒的な

バリアフリー空間だといえるのではないで

しょうか。その宇宙で「新たに開拓された

感覚、機能」を総動員して楽しむ、新たな

スポーツのジャンルが誕生する可能性にワ

クワクします。宇宙開発に早期に障害者が

関われることには大きな意義が、喜びと期

待があります。新たな人類の可能性を広げ

ていく壮大な挑戦に、パラアスリートとし

て多少なりとも役に立てられるよう、シナ

ジーを起こしていきたいと思います。

の宇宙飛行士の映像をみますと、二足で歩

きながら、ホッピングもしていますよね。

体重の軽い、スズメみたいな鳥たちは地上

でホッピングしています。重力環境が変わ

ることで、人類も自分自身を変えて、適応

していくことがあるかなと思いますし、宇

宙とスポーツの連携で得られる知見には大

いに期待しています。

船外活動（EVA）を行う野口宇宙飛行士　ⒸJAXA/NASA

ⒸJAXA/NASA

©JBFA
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─スポーツ庁　10年の歩み─ 
「国民を元気に」

INTERVIEW

スポーツ庁は2015年10月1日に設立され、今年で設立10年を迎えます。目指す
ところは、スポーツを通じて「国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活
を営む」ことができる社会の実現です。いわば「日本をスポーツで元気にする」組
織です。このために、国際競技力の向上、スポーツを通じた健康増進、地域・経済
の活性化、地域スポーツの振興、国際交流や協力、障害者スポーツの振興、学校
体育の充実、共生社会の実現、医学・科学との連携―など、多岐にわたる施策を、
関係省庁や自治体、企業などと連携しながら、総合的・一体的に推進しています。

2011

2013

2015

大会等イベント スポーツ庁等の動き

「スポーツ基本法」制定

スポーツ庁設立、鈴木大地長官就任

「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」策定

「体育の日」を「スポーツの日」に、「国民体育大会」を 
「国民スポーツ大会」に改める法改正が行われる

「スポーツにおけるドーピングの
防止活動の推進に関する法律」
成立

スポーツの価値を毀損しかねない
不祥事の発生を防ぐため、
スポーツ団体向けの
ガバナンスコードを策定

●2020年東京オリンピック・ 
パラリンピックの開催決定

「競技力強化のための今後の支援方針（鈴木プラン）」策定

「独立行政法人日本スポーツ振興センター法及びスポーツ振興投票
の実施等に関する法律の一部を改正する法律」成立
国際的な規模のスポーツの競技会の我が国への招致又はその開催が円滑になされる
ようにするために行うスポーツ施設の整備等であって緊急に行う必要があるものに
必要な財源を確保するため、所要の改正が行われる。

2018

2019

2016

●味の素ナショナルトレーニ
ングセンター・イースト竣工

●新国立競技場竣工

●ラグビーワールドカップ
2019開催
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INTERVIEW

●東京で世界陸上競技選手
権大会開催（9月）（予定）

●東京で夏季・冬季含め日本
初の夏季デフリンピック競
技大会開催（11月）（予定）

●国立競技場の民間事業化
がスタート

スポーツ庁等の動き

●東京オリンピック、パラリ
ンピックが新型コロナウイ
ルス感染拡大で延期に

「大規模な国際又は国内競技大会の組織委員会等のガバナンス体制
等の在り方に関する指針」策定

運動部活動の地域連携・地域移行に係る「改革推進期間」の
初年度スタート

2023

「第3期スポーツ基本計画」策定

「学校部活動及び新たな
地域クラブ活動の在り方等に
関する総合的なガイドライン」策定

スポーツ産業の国際展開を促進する
プラットフォーム「JSPIN」創設

2022

「スポーツ振興投票の実施等に関する法律及び独立行政法人
日本スポーツ振興センター法の一部を改正する法律」成立
スポーツ振興助成について、感染症が発生した場合の支援や「プレイヤーズファー
スト」の徹底のための環境整備等に新たに助成対象を拡大することや、スポーツ振
興くじ（toto）について、バスケットボールを対象競技に追加することや、単一試
合投票や順位予想投票等の新商品を導入する観点などから、所要の改正が行われる。

室伏広治長官就任2020

「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」
最終とりまとめ

スポーツ庁と国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）の
連携協定調印

大阪・関西万博にて、スポーツ庁主催イベント
「Sports Future Lab　～スポーツがつくる未来～」を

開催（9月）（予定）※15ページに詳細

「スポーツ基本法及びスポーツにおけるドーピングの防止活動の
推進に関する法律の一部を改正する法律」成立
スポーツを通じた社会課題の解決に期待が高まっている現状に対応するとともに、ウェ
ルビーイングの向上に向け、スポーツ権の実質化を図る観点から、アスリートへの誹謗
中傷の対策強化等の規定が盛り込まれる。

2025

●東京オリンピック（7～8月）、
　パラリンピック（8～9月）開催

「持続可能な国際競技力向上プラン」策定

スポーツを活用した「地方創生」「まちづくり」で自治体の
アイデアを表彰する「スポまち！長官表彰」を創設2021
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～文部科学省の注目度の高いトピックについて解説します～
ポ イ ン ト 解 説

授業料等の支援を
拡充しました
～経済的理由で進学をあきらめない社会へ～

2025
拡大

文部科学省では、希望する誰もが質の高い教育を受
けられるように教育費の負担軽減の取組を進めていま
すが、これまでの支援を拡大し、2025年度には、高
校等について基準額の収入要件を事実上撤廃し、大学・
専門学校等については多子世帯の学生等の授業料等無
償化を開始しました。

教育段階ごとの現状の支援制度と
2025年度拡大した支援

8- -

多子世帯は
世帯の年収に関係なく
入学金・授業料を減免
（※）国が定める一定額まで

幼
児
期
か
ら
高
等
教
育
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

●世帯の年収（上限あり）に応じて 
入学金・授業料減免と 
返還不要の奨学金の支給

●世帯の年収（上限あり）に応じて 
授業料の支援

●国公立の小・中学校では授業料が無償

●国公私立の小・中学校では教科書を無償給与

●0～2歳までの子供→世帯の年収に応じた利用料の支援

●3～5歳までの子供→幼稚園・保育所・認定こども園等の 
いずれも世帯の年収に関係なく利用料が無償

●その他、要保護児童生徒の保護者に対する就学援助の充実

●返還不要の奨学金の支給

大学等

高校等

義務教育

幼児教育・
保育

国公私立や
世帯の年収に関係なく
基準額を支援

NEW

NEW



ポイント解説

学年 世帯例 1 Aさん 世帯例 2 Bさん 世帯例 3 Cさん

社会人

大学 4 年
3年
2年
1年

高校 3 年
2年
1年

中学校 3 年
2年
1年

2025年度現在の主な教育費負担軽減策
世帯の年収の目安 生活保護

世帯
住民税非課税世帯
～270万円

～300
万円

～380
万円

～600
万円 ～910万円 910万円～

教育段階 支援項目

大
学
等
※1（
高
等
教
育
）

授業料等

授業料・入学金の
減額・免除
年間上限額

入学金 最大 28万円
授業料 最大 70万円

2/3支援
1/3支援 1/4支援等

【私立理工農系】

上記以外

給付型奨学金
（返還不要）
年間上限額
最大 91万円

2/3支援
1/3支援 1/4支援【多子世帯】

子育て世帯の教育にかかる負担を軽減する制度は、近年対象等を拡充してきており、支援を希望する家庭の保護者は文部科学省ホームペー
ジや、教育機関、お住まいの市区町村のホームページなどで最新の情報をご確認ください。

幼児期 利用料
幼児教育・保育の無償化（3歳から5歳までの全ての子供の幼稚園、保育所、認定こども園など利用料が無償）
住民税非課税世帯は
0歳から2歳までの子供も無償

小中学校
（義務教育）

授業料、
教科書

国公立の小・中学校では授業料が無償
国公私立の小・中学校では教科書を無償給与

学用品費等 就学援助 ※基準は各市区町村へお問い合わせください

世帯の年収590万円で、3人の子供がいるAさん、Bさん、Cさん
それぞれが2025年度に受けられる教育費支援の例。実際の判定は
世帯の構成等によって変わります。

2025
拡大

～590
万円

第1子が卒業し扶
養から外れたため
第2子の授業料等
減免は支援対象外

●Aさん、Bさんの第1子は大学を卒業し、扶養から外れるまで授業料等の支援
を受けられる（世帯の年収600万円までであれば、給付型奨学金も支給される）

●第1子が扶養に入っていれば、第2子の授業料等も支援

3人きょうだいの場合、
授業料等を支援

支援対象
国公私

支援対象
国公私

支援対象
国公

支援対象
国公私 支援対象

国公私
支援対象
国公私

支援対象
国公私

第１子

第２子

第３子

第１子

第１子

第３子

第２子
第２子

第３子

多子世帯が受けられる
教育費支援

高等教育の修学支援新制度：文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/

大学、短大、高専４・５年、専門学校
高等学校等就学支援金制度：文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1342674.htm

高校等

（
※
1
） 

大
学
、短
大
、高
専
4
・
5
年
、専
門
学
校

（
※
2
） 

詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
等
か
ら

 

文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
下
さ
い
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高
校
等
※2

授業料

加算額（私立高校等）
年間 39万6,000円（基準額とあわせた支給上限額）
基準額
年間 11万8,800円（公立高校の授業料相当額を国公私立に支援）

世帯の年収上限の
ない支援

世帯の年収に応じた支援（従来） 収入要件を事実上撤廃

上記以外
奨学給付金
国公立：14万3,700円／年
私立：15万2,000円／年 など

（2025年度）

臨時支援金

NEW

減免上限額
（年額）

国公立 私立
入学金 授業料 入学金 授業料

大学 28万円 54万円 26万円 70万円
短大 17万円 39万円 25万円 62万円

高専4・5年 8万円 23万円 13万円 70万円
専門学校 7万円 17万円 16万円 59万円

給付型奨学金 支給上限額（年額） 自宅生 自宅外生
国
公立
大学・短大・専門学校 35万円 80万円
高専4・5年 21万円 41万円

私
立
大学・短大・専門学校 46万円 91万円
高専4・5年 32万円 52万円

多子世帯の多子世帯の
大学等無償化大学等無償化

NEW

支援対象→ 扶養する子供が3人以上かつ、
 対象の大学等（※1）に通っている場合



現 場 から

AI（人工知能）を活用して視覚障害者の移動を支援する
ナビゲーションロボット「AIスーツケース」の開発が進んで
います。企業や大学とともに研究する日本科学未来館（浅
川智恵子館長）などでの実証実験に加えて、大阪市で4月
13日に開幕（10月13日まで）した大阪・関西万博の会場で
は、屋外での大規模な実証実験が行われています。連日、
視覚障害者や晴眼者がAIスーツケースを利用する体験ツ
アーに参加し、予約で人気です。その「実力」はどんなもの
でしょうか。普段は白杖を利用している男性のツアーに同
行し感想を聞きました。また、開発を担ってきた浅川館長ら
に、その社会的意義や、今後の見通しなどを聞きました。

　見た目はスーツケースだが、内蔵されてい
るカメラやセンサーの情報を人工知能（AI）な
どを用いて処理し、人や障害物を認知すると
避けたり停止したりしながら目的地へと導く。
専用アプリの入ったスマートフォンを使い、
画面タッチや声で目的地を設定。ハンドルの
スタートボタンを押してグリップを握ると、
AIスーツケースが動き出す。握ると動き、離
すと止まる。ボタンでスピード調節し、指先
の円形ダイヤルの動きで進む方向を知る。

AIスーツケースとは

視覚障害者「未来を感じた」

「AIスーツケース」と
万博会場移動

いつも通り白杖を
持って体験ツアーに
出発する山下さん
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現場から

	 ハンドルを握ると自然に誘導
「操作しやすく、新鮮な感覚」

万博開幕から約1カ月の5月16日。
この日は名古屋市の社会福祉法人職
員、山下宏司さん（49）が体験しました。 
全盲で、通勤など外出には白杖を使っ
ています。山下さんは体験ツアー受
付のある「ロボット＆モビリティス
テーション」からフランス館、アメ
リカ館の前までを巡る計約300mの

「ショートツアー」を選びました。
AIスーツケースは高さ80～100cm

で重量27kg。バッテリーやパソコン、
複数のセンサーやカメラを内蔵します。
見かけは通常のスーツケースと変わ
りません。

専用アプリに目的地を設定したス
マートフォンをセットし、スタッフ
から基本操作の説明を受けた後、出発。
ハンドルを軽く握ると、静かに動き出
し、誘導が始まりました。前に人がい
れば自動的にストップしたり、人を避
けて動いたりします。点字ブ
ロック程度の段差は乗り
越えることができます。
ハンドルのボタンを押
すと、周辺環境の説明
もします。操作者はイ
ヤホンやスピーカーで

「前に人がいます」「こち
らがアメリカ館です」など
の案内を聞くことができます。
当日は大勢の来場者が行き交い、人
の流れが途絶えない場所では、しば
らくスーツケースが動きを止める場
面もありました。

約20分のツアーを終えた山下さん
は「操作しやすい機械でした。普段、
杖で移動する時は目的地に着くこと
だけしか考えられません。それを気
にせずに歩けるのは楽だし、新鮮な
感覚でした。また、決まった経路だ
けを進むのでなく、人を避けてくれ
るのは斬新でした」と話しました。

山下さんは往路で
手にしていた白杖を、

復路ではしまってみました。
ところが、今度は周囲の人が障害に
気付かず、配慮を得にくい面があっ
たようです。「公共の場で目立ちたく
ない」という当事者の意見を反映さ
せたというスーツケース型ですが、
逆に課題にもなり得るようです。「装
置や利用者自身が『道を空けてくだ
さい』と言葉を発するタイミングを
教えてくれる機能があればいいですね」
と話しました。

それでも山下さんは「案内してく
れるだけでもうれしい。知らないと

ころに一人で行けるようになればすご
いですね。未来を感じる体験でした」
と満足した様子でした。

同行した未来館研究推進室の鈴木峻
たかし

さんによると、実証実験の多くの体験
者が「早く実用化してほしい」と希望
しているそうです。万博会場のような
大規模な実験は初めてで、開幕1カ月
だけでも350組ほどが体験しました。

「人混みでは安全のためにどうしても
頻繁に止まります。こうした運用面で
の課題を見つけて対策を検討したい。
最終的には、障害のある方の選択肢を
増やすことができればいいと思います」
と話しました。

ツアー後半は白杖をしまって体験
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現場から

視覚障害者の移動
第3の選択肢

見
え
て
き
た
社
会
実
装

万
博
会
場
で
も
手
応
え

大阪・関西万博の会場で続けられているＡＩスーツケースの実
証実験。これまでと広さや人の流れのスケールが違う、大きなチャ
レンジですが、社会実装に向けて貴重なデータが得られるチャ
ンスでもあります。自らも視覚障害者でプロジェクトリーダーを
務める浅川館長ら開発スタッフに、開発の苦労や万博での手応
え、社会実装の見通しなどを語ってもらいました。（敬称略）

浅川 智恵子（あさかわ・ちえこ）

●日本科学未来館館長（IBMフェロー）
役割＝プロジェクトリーダー

高木 啓伸（たかぎ・ひろのぶ）

●日本科学未来館副館長 
（日本IBM東京基礎研究所研究員）
役割＝研究開発マネージャー

佐藤 大介（さとう・だいすけ）

●カーネギー・メロン大学 
シニアプロジェクトサイエンティスト 
（日本科学未来館客員上席研究員）
役割＝リードエンジニア

村田 将之（むらた・まさゆき）

●日本IBM東京基礎研究所研究員
役割＝エンジニア（測位および制御ソフトウエア全般）

栗林 雅希（くりばやし・まさき）

●日本科学未来館非常勤研究員
役割＝研究開発（AI技術の応用）

「ＡＩスーツケース」開発スタッフに聞きました

	 空港でひらめいたアイデア　
“よちよち歩き”が	
いま80点以上に

―浅川館長がAIスーツケース開発
を思いついたきっかけを教えてく
ださい。

浅川　もともとスマートフォンを使っ

しての使用感は80～90点のレベルです。

	 歩きながら鳥の声が聴ける	
ゆとり

―視覚障害者の補助では盲導犬を連
想しますが、盲導犬との違いは何
ですか。

浅川　主に三つあります。一つは、
AIスーツケースは地図が組み込まれ
ていてユーザーが目的地を指示すると
そこまで自動で誘導しますが、盲導犬
はユーザーが曲がり角ごとに方向を指
示しなければいけません。二つ目は
ユーザーと音声などで対話できること
です。盲導犬とのコミュニケーション
には限界があります。三つ目は、盲導
犬の優れている点として、段差や階段
など動ける範囲が広いことです。ホ
イールで動くAIスーツケースには階
段や砂利道などの移動は現時点では難
しいです。

◉Interview

浅川館長

栗林研究員佐藤研究員

高木副館長

AIスーツケースで万博会場を歩く浅川館長村田研究員

た視覚障害者のための屋内ナビゲー
ションシステムを研究・実証実験をし
ていましたが、米国カーネギー・メ
ロン大学に赴任してスーツケースを
持って日米を行き来するようになった
2014年頃に、視覚障害者が空港での
移動を頑丈なスーツケース型ロボット
に案内されたら安心でき、街移動の楽
しみが生まれるというアイデアが浮か
びました。2017年から開発を始め、
その年の後半には試作機ができました
が、ただ形にしただけのまだ“よちよ
ち歩き”のロボットでした。
―その後の開発は順調だったのです

か。

浅川　１号機と呼べるものは2020年
にできましたが、まだ技術的には100
点満点の30～40点といったところで、
障害物を避けられてもユーザーがヒヤ
ヒヤするレベルでした。今回の万博に
向けて開発が進み、現在はユーザーと
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現場から

―世界的にこのような開発はこれま
でなかったのですか。

栗林　スーツケースタイプではない四
足歩行タイプのものを研究している大
学はいくつかあります。ただ振動や大
きな音がするなどユーザーの不安感が
課題です。
浅川　機械的に仕組みが複雑で安定性
がまだまだ低く、AIスーツケースの
ように実用的に人を誘導できるレベル
になっているとは言えません。
― AIスーツケース開発の社会的意

義は何ですか。

浅川　白杖や盲導犬の他に視覚障害者
の移動支援の選択肢が増えることで
す。歩きながら鳥の声やさまざまな匂
いを楽しむなど、今までできなかった
体験ができます。テクノロジーが障害
のギャップを埋めることを一般の人に
知ってもらえる機会にもなります。

	 測位の精度は10㎝程度	
人と一緒に動くロボットの	
難しさを克服

―開発を担った一般社団法人次世代
移動支援技術開発コンソーシアム
の役割を教えてください。

浅川　2019年に日本IBMなど４社で
立ち上げ、今はさまざまな組織や大学
が会員になっています。オープンソー
スの開発で、異なる組織がそれぞれの
強みを生かしていけます。日本科学未
来館もその一員で、実証実験の場とし
て大きな役割を担い、視覚障害者を中
心としたユーザーの体験のデータやコ
メントを開発にフィードバックしてい
ます。
―開発における主な技術的課題を教

えてください。

村田　測位に関しては今回の万博での
実験では、会場の状況がぎりぎりまで
分からず、スケール感や人流がつかめ
なかったのが大変でした。未来館の中
なら、レーザー光で対象物までの距離
や形を測るLiDARセンサーと加速度
と角速度を測るIMUでほぼ対応でき
ますが、屋外の万博会場は周囲に目印
の建物などが少なく、人流も多いので、
ホイールの速度計測や衛星測位システ
ムを常時統合し対応しました。測位の
精度は広い万博会場では誤差10㎝程
度で、未来館では５～10㎝です。細
い道やエレベーターを通るのに必要な
精度です。LiDARセンサーは周囲を
人が囲むと自分の位置が分からなくな
る課題があります。自動走行ロボット
の課題の一つです。
佐藤　ナビゲーションでは、ROSと
いうロボットのためのオペレーション・
システム(基本ソフトウェア)を活用
していますが、このシステムはロボッ
トが単独で動くことを想定していて、
AIスーツケースのように人と一緒に

動くことを想定していません。そのた
めのシステム改良が大変でした。また
人混みの中を動くので、頻繁に止まら
ないことを大きな目標にしました。人
混みの中でもスムーズに進むことが、
まだ大きな課題です。
浅川　ROSを使って最短コースを取
ろうとすると、横に人間がいることを
想定していないから当初はテストして
いた私自身が壁にぶつかりそうになる
ことがありました。改良した技術は高
齢者の移動などの場面にも使えると期
待しています。
―万博の実験で初めてAIの対話機

能を搭載したのですね。

浅川　ユーザーと音声でやりとりでき
ます。万博のイベントなどの最新情報
を常時AIに学習させています。ユー
ザーが何を知りたがっているのか分析
し、より賢くする研究を進めています。
栗林　どんな説明をして欲しいかは
ユーザーによって違います。短い説明
がいいのか、長い説明をしてほしいの
か、個々の好みに合わせた対応ができ

レーザーによる壁や障害物スキャンのイメージ

◀リアルタイムキネマティックのしくみ

進化
AIスーツケースの

AIスーツケースは、正確な緯度経度がわ
かっている基準局の測定データをロボッ
トに届けて電波の乱れを補正する技術
「RTK（Real-Time Kinematic）」により、誤
差10cm程度の精度で位置を推定すること
ができます。

電離層

ロボット測定データ

大
気
圏

人工衛星

基準局

対流圏（雲）

第一世代（2018）
CMUプロトタイプ群

第二世代（2020）
GTモデル初号機

第三世代（2022）
GTモデル後期

第四世代（2022）
ACEモデル

第五世代（2025）
万博モデル
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現場から

るAIの開発も目指します。
佐藤　説明など情報の量はユーザーが
ボタンを押す長さで選べるようなイン
ターフェイスの仕組みになっています。

	 実験体験者から喜びの声

―今までの万博での実証実験の手応
えを教えてください。

浅川　「ぶらりお散歩感を味わった」
「夢が現実に近づいた」「未来にワクワ
クした」「研究者の熱意が素晴らしかっ
た」「音声認識の優れた精度に安心感」
などポジティブなコメントが多く届い
ています。毎日、一般の人や海外の方
も含め多くの予約があります。万博開
幕日にAIスーツケースで歩いていたら、
一般の人から「ニュースで見ました」
など声をかけられ、うれしかったです。
佐藤　機体を同時に4台稼働すること
から始め、技術的には安定してきたの
で最終的には同時に8台まで増やす予
定です。
浅川　私の個人的な目標は1周2.2㎞の
大屋根リングの上をAIスーツケース
でジョギングすることです。そういう
実験をしてみるのも面白いと思ってい
ます。
高木　万博会場ではユーザーの方から

「早く日常生活で使いたい」といった
声を聞きます。未来館で体験した方が
万博会場でも体験し「かなり進化した」
と言う方もいました。

	 ビジネスモデル構築の課題　
できるところから社会実装を

―これから取り組む必要のあること
は何ですか。

高木　現場で感じるのは人混み対応の
難しさで、人混み対策はロボティクス
全般の大きな技術的課題です。ほかに
も、あらかじめ地図を登録していない
初めての場所でも、AIが周囲の看板
や案内などの環境を認識して誘導する
地図なし走行も重要な研究課題です。
佐藤　現在のAIスーツケースはハー
ドウェア・ソフトウェアのコンポーネ
ントが合わせて100以上あり、それら
が協調して動いています。全てのコン
ポーネントが止まらずに動く安定性を
高めることも製品化に向けては課題で
す。社会実装の課題では、周囲からど
う見られて、いかに街中に溶け込める
かがあります。
高木　コストも大きな課題です。安く
はないものなので、少数派の視覚障害
者に届けるにはどうしたらいいか、ビ
ジネスモデルの検討が必要です。ア

イデアのひとつとしては、ユーザーに
買ってもらう「B to C」ではなく、「B 
to B」で空港や博物館などの大きな施
設に購入してもらいユーザーに貸し出
す方法です。車椅子貸し出しのイメー
ジです。インフラでは、エレベーター
とAIスーツケースとが通信して、ユー
ザーがボタンを押さなくても目的の階
まで行ける技術も取り込みたいです。
浅川　混雑時の対応として、音声を出
して道を空けてもらう実験も万博会場
で計画しています。技術的課題とビジ
ネスモデルのほかには、社会的な理解
の促進、道路交通法などの法整備、信
号機とスマホの通信やバリアフリーの
歩道などのインフラ整備などさまざま
な課題があります。AIスーツケース
が社会的認知を得られるように、例え
ば世界中の美術館・博物館に使っても
らうなど、今後はできるところから社
会実装を進めていきたいです。また目
立たないことで必要なサポートが周り
から受けられないという懸念もありま
す。社会全体で考えていかなければな
らない課題です。

AIスーツケースのしくみ

動きのON/OFFやスピード調整
などの操作ができる

ハンドル

電波を受け取り、
RKT（Real-Time Kinematic）により
屋外での測位を行う

衛星測位用アンテナ

周りの人を認識するほか、
画像をリアルタイムの
周辺説明に使う

RGB-Dカメラ

アプリを使って目的地設定や
音声対話をする。
音声ガイドも流れる

スマートフォン

内部のコンピューターの状態や
任意の画像などを映す

ディスプレイ

1回の充電で2～3時間動く。
取り外して交換も可能

バッテリー

地図データや周りの状況をもとに
進むルートを計算する

コンピューター

後輪が動いてロボットを進ませる

モーター

レーザーを使い、
今いる場所の測位や
障害物の位置と形の
認識を行う

周辺環境センサー
（LiDAR）

低い障害物を認識する

低位置センサー
（LiDAR）
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現場から

国際機関共同館内

テーマ館（石黒館）

ポップアップステージ南

会 場 全 体

ギャラリーEAST

EXPOホール

EXPOメッセ「WASSE」

ＦＬＥ会場
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JAXA常設展示
「月に立つ、その先へ」

2025 大阪・関西万博 文部科学省関連イベント一覧

東ゲート

西ゲート

全期間開催

スポーツの多様な価値や新たな可能性を
先端技術を活用した取組を含め
国内外に発信
「Sports Future Lab
　～スポーツがつくる未来～」

9月3～8日

【組踊／からくり花火（実演・展示）】
琉球祭
Ryukyu Festival

5月4～6日

視覚障害者向け自律型誘導ロボット
「AIスーツケース」の実証

全期間開催

石黒浩プロデューサーの
シグネチャーパビリオン
「いのちの未来」

全期間開催

日本の食文化の発信
6月7～15日

（「食と暮らしの未来」
ウィーク中）

こころ＋ロボット・ラボ　
～人がロボットに
「ありがとう」という日～

5月20～26日

フュージョンエネルギーに関する展示

全期間開催

日本の建築文化

9月9～14日

【能楽（実演・展示）】
未来につなぐ、
能楽の世界
7月13～14日

アイヌ文化の
対外発信
（アイヌ舞踊）

５月17日

【障害者の芸術（実演）】
障害者の文化芸術
国際フェスティバル
10月9～11日

アイヌ文化の
対外発信
（工芸品等の展示）

６月10～12日

【文楽（実演・展示）】
大阪・関西万博「人形浄瑠璃文楽」
ミニ公演と特別展示
「体感！文楽の世界」

8月15～17日

【障害者の芸術（実演）】
Dance Drama
“Breakthrough Journey”

10月7日

ギャラリーWEST

【障害者の芸術】
BiG-I Project～共通感覚
を拡げて～（展示）

6月2～4日

【障害者の芸術】
障害者の文化芸術国際
フェスティバル（美術作品展）
10月8～11日

防災DXを活用した
災害・対応情報の提供

全期間開催

わたしとみらい、つながるサイエンス展
─あなたは、未来を
　　つくれる人─
8月14～19日
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ポイント解説

～経済的理由で進学をあきらめない社会へ～

視覚障害者「未来を感じた」授業料等の支援を
拡充しました 「AIスーツケース」と

万博会場移動

現場から ─ 日本科学未来館

夏号表紙

スポーツと宇宙のイメージ画像・（合成画像）

背景写真＝【JAXA提供】キューポラ （観

測窓）内部と地球の全体写真

文部科学省の広報誌『ミラメク　

～未来の羅針盤　文部科学省～』。

名称は、文部科学省のシンボルマー

クのモチーフである、「未来」を指し

示す羅針盤と、英語略称“MEXT”

（メクスト）からとりました。

16- -


